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二
〇
一
四
年
六
月
に
イ
ラ
ク
第
二
の
都

市
モ
ー
ス
ル
を
陥
落
さ
せ
世
界
を
震
撼
さ

せ
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
は
、
二
〇
一
五

年
一
月
の
日
本
人
人
質
事
件
で
日
本
に
も

大
き
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
（「
イ
ス

ラ
ー
ム
国
」
の
呼
び
方
に
つ
い
て
は
議
論

が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
カ
ギ
カ
ッ
コ
付
き

の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
と
す
る
）。

　

日
本
人
の
多
く
が
抱
い
た
で
あ
ろ
う

“「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
と
は
何
な
の
か
？
〟

と
い
う
疑
問
に
答
え
よ
う
と
、
関
連
図
書

が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
。
以
下
で
は
各

資
料
の
特
徴
に
注
目
し
つ
つ
、
そ
の
い
く

つ
か
を
紹
介
し
よ
う
。

　

吉
岡
明
子
・
山
尾
大
編
『「
イ
ス
ラ
ー

ム
国
」
の
脅
威
と
イ
ラ
ク
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
四
）
は
、
イ
ラ
ク
研
究
者
を
中
心

に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
特
に
イ
ラ
ク
の

国
内
政
治
の
実
情
を
仔
細
に
解
説
し
て
い

る
。
マ
ー
リ
キ
ー
政
権
下
で
の
ス
ン
ナ
派

政
治
家
の
排
除
に
関
し
て
「
政
治
対
立
は

権
力
闘
争
の
一
環
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
宗
派
や
民
族
が

主
た
る
争
点
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」

と
指
摘
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

ま
た
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
地
域
政
府
と
イ
ラ

ク
政
府
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
分
析
し

て
お
り
興
味
深
い
。

　

池
内
恵
著
『
イ
ス
ラ
ー
ム
国
の
衝
撃
』

（
文
春
新
書
、
二
〇
一
五
）
は
、「
イ
ス

ラ
ー
ム
国
」
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ハ
ー
ド

運
動
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
イ
ス
ラ
ー
ム

政
治
思
想
史
と
政
治
学
の
視
点
か
ら
分
析

す
る
。
ジ
ハ
ー
ド
論
の
分
析
に
多
く
の

ペ
ー
ジ
を
割
き
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
に

参
加
す
る
戦
闘
員
が
聖
な
る
戦
い
に
身
を

投
じ
た
純
粋
で
志
操
堅
固
な
人
物
に
み
え

て
し
ま
う
よ
う
な
価
値
観
の
構
造
を
把
握

し
よ
う
と
す
る
点
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　

高
橋
和
夫
著
『
イ
ス
ラ
ム
国
の
野
望
』

（
幻
冬
舎
新
書
、
二
〇
一
五
）
は
、
前
記

二
冊
と
同
様
に
中
東
の
専
門
家
に
よ
る
著

作
だ
が
、
と
に
か
く
わ
か
り
や
す
さ
に
こ

だ
わ
っ
た
資
料
で
、「
日
本
に
お
き
か
え

る
と
…
…
」
と
い
っ
た
喩
え
も
ふ
ん
だ
ん

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
今
後
の
見
通
し

や
日
本
が
ど
う
関
わ
る
べ
き
か
に
つ
い
て

も
著
者
の
見
解
が
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
お

り
、“
モ
ヤ
モ
ヤ
感
〟
を
解
消
し
た
い
人

に
は
う
っ
て
つ
け
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た

古
今
東
西
、
権
力
闘
争
に
残
虐
性
は
つ
き

も
の
で
あ
る
と
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
お

り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
偏
見
を
取
り

除
こ
う
と
の
配
慮
が
う
か
が
え
る
。

　

国
枝
昌
樹
著
『
イ
ス
ラ
ム
国
の
正
体
』

（
朝
日
新
書
、
二
〇
一
五
）
は
、
元
シ
リ

ア
大
使
の
著
作
で
、
地
図
や
表
が
多
く
挿

入
さ
れ
て
お
り
、
込
み
入
っ
た
中
東
情
勢

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
著
者

の
感
想
や
推
測
に
過
ぎ
な
い
情
報
も
含
ま

れ
て
い
る
が
、
中
東
研
究
者
と
は
異
な
る

視
点
で
周
辺
諸
国
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」

対
策
や
外
交
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
日

本
の
外
交
官
の
中
東
政
治
理
解
を
も
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

テ
ロ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
専
門
家
ロ

レ
ッ
タ
・
ナ
ポ
リ
オ
ー
ニ
著
、
村
井
章
子

訳
『
イ
ス
ラ
ム
国
：
テ
ロ
リ
ス
ト
が
国
家

を
つ
く
る
時
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一

五
）
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
を
「
ス
ン

ニ
派
の
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
」
カ
リ

フ
制
国
家
を
興
そ
う
と
し
「
偽
装
国
家
」

を
運
営
す
る
武
装
組
織
と
位
置
づ
け
、
同

様
に
「
偽
装
国
家
」（
本
文
中
で
は
明
示

さ
れ
な
い
が
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
か
？
）

を
運
営
す
る
武
装
組
織
と
し
て
パ
レ
ス
チ

ナ
解
放
機
構
（
Ｐ
Ｌ
Ｏ
）
や
、「
世
界
に

散
ら
ば
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
に
」
建
国
さ

れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
比
較
す
る
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
は
時
代
錯
誤
の
テ

ロ
集
団
で
は
な
く
、
テ
ロ
・
ビ
ジ
ネ
ス
で

得
た
資
金
で
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
、
住
民
の

支
持
を
得
た
近
代
国
家
を
建
設
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
紙
の
特
派

員
で
イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア
で
取
材
を
続
け
る

パ
ト
リ
ッ
ク
・
コ
バ
ー
ン
氏
の
著
作
『
イ

ス
ラ
ム
国
の
反
乱
―
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
と
新
ス
ン

ニ
革
命
』（
緑
風
出
版
、
二
〇
一
五
）
は
、

周
辺
諸
国
の
思
惑
と
ア
メ
リ
カ
の
失
策
、

そ
し
て
国
際
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
い
か
に

内
戦
を
悪
化
さ
せ
た
か
、
イ
ラ
ク
軍
の
腐

敗
ぶ
り
と
ギ
ャ
ン
グ
化
す
る
反
体
制
派
、

ス
ン
ニ
派
、
シ
ー
ア
派
双
方
の
住
民
が
抱

え
る
恐
怖
が
、
迫
力
あ
る
筆
致
で
描
き
出

さ
れ
て
い
る
。

　

常
岡
浩
介
著
、
高
世
仁
（
聞
き
手
）

『
イ
ス
ラ
ム
国
と
は
何
か
』（
旬
報
社
、
二

〇
一
五
）
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
に
参

加
し
よ
う
と
し
て
摘
発
さ
れ
た
北
大
生
に

同
行
取
材
を
予
定
し
、
家
宅
捜
索
も
う
け

た
常
岡
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。

「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
に
潜
入
し
司
令
官
や

外
国
人
義
勇
兵
達
と
接
触
し
た
時
の
様
子

も
語
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
支
配
領
域
の

ロ
ー
カ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
や
携
帯
電
話
会
社
を
禁
止
す
る
と

い
っ
た
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
す
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム

国
」
像
と
は
異
な
る
姿
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
。

　

最
後
に
、
外
国
人
義
勇
兵
や
「
イ
ス

ラ
ー
ム
国
」
に
共
感
す
る
欧
米
の
若
者
の

問
題
に
焦
点
を
当
て
る
特
集
「
誰
が
「
イ

ス
ラ
ー
ム
国
」
を
育
て
た
の
か
」（『
中
東

研
究
』
№
五
二
二
、
二
〇
一
四
）
を
紹
介

し
た
い
。
こ
の
な
か
の
森
千
香
子
著
「
過

激
派
の
根
茎
を
滋
養
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム

バ
ッ
シ
ン
グ
―
―
「
パ
リ
新
聞
社
襲
撃
事

件
」
を
考
え
る
」
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム

国
」
渡
航
希
望
者
の
多
く
が
、
親
は
無
宗

教
で
白
人
中
産
階
級
以
上
の
出
身
で
あ
り
、

イ
ス
ラ
ー
ム
バ
ッ
シ
ン
グ
が
強
ま
る
ほ
ど
、

社
会
の
底
辺
に
い
て
将
来
の
展
望
が
み
え

な
い
若
者
達
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
フ
ラ

ン
ス
の
主
流
社
会
に
異
議
を
唱
え
る

「
か
っ
こ
い
い
」
宗
教
に
映
る
と
分
析
し

て
お
り
、
興
味
深
い
。

（
た
か
は
し　

り
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

図
書
館
）

「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」

―
そ
の
実
像
と
登
場
の
背
景
を
探
る
―

高 

橋　

理 

枝


